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【事例発表】                   団体名：(公財)東広島市教育文化振興事業団            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーションコーナー 

外国から来られた人達への情報提供,及びその人達との交流をはかるための公共施設です。 

外国籍の方のために,生活に関する様々な無料相談を行っています 

その他各種サービスを提供しています 

・生活に役立つ情報の提供（地図,パンフレット,広報英語版/中国語版/ポルトガル語版） 

・インターネットの使用 

・本,雑誌,新聞の閲覧,雑誌の貸出し 

・日本語学習関連の活動の受付けおよび,日本語ボランティア登録 
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事業実施概要 

事業名称 日本語による発信能力養成のための日本語教育事業 

地域の課題 

1. 外国人市民の自立と社会参画はまだ途上であり,生活に必要な情報をキャッチしたり,自らの声を発

信するということを十分に行えない外国人市民が多い。 

2.日本語ボランティアは,日本語教室が「多文化共生推進を目指す」という視点は理解しても,やさしい

日本語によるサポートを実践できる人は少ない。 

3.自己実現をめざし,社会活動に参加することを目的とした,発信のための日本語能力の養成が必要。 

事業の目的 
東広島市内に在住する外国人市民が,生活するための日本語能力だけでなく,その日本語を使って,東広

島に親しみを持つための知識を得,さらに自らの意見を発信するための日本語力を養う。 

事業の概要 

日本語教育の実施 

名称：市民同士の交流による発信型日本語教室 

目的：日本語を使って,コミュニケーションをすることで,外国人市民,ボランティア双方が地域の文化

や習慣に関心を持ち,地域の一員であるという自覚を促す。また,自国文化や自分の考えを発信するため

のノウハウを得る。 

対象：東広島内に在住,もしくは就労する日本語を母語としない市民,ボランティアとして日本語活動の

サポートを希望する日本語を母語とする市民。 

人数：104 人（主な出身・国籍：中国,ベトナム,フィリピン,ブラジル,インドネシアなど ） 

時間：週 4回×2時間（全 66 回） 

内容：東広島市内２地域で日本語教室を開催。各教室に参加する学習者の日本語レベルや興味に応じて

グループ分けし,そこにボランティアを配置して,日本語で話す活動を行った。その際に日本や東広島の

文化･社会事情・生活情報なども伝えるようにした。毎回最後に印象に残ったことなどを発表した。 

日本語教育を行う人材の養成・研修の実施 

名称：相手の話を引き出すコミュニケーション能力養成講座 

目的：学習者が会話をつなげていくための環境の作り方,技術について知り,実践できる。 

対象：次のような東広島市民①外国人市民とのコミュニケーションに関心のある人②日本語ボランティ

アをしている人③日本語ボランティアに関心のある人 

時間：月１回×3時間（全 10 回） 

人数：143 人(出身･国籍：日本,中国,ベトナム,マレーシア,カナダ,アメリカ,スリランカ,メキシコ等） 

内容：日本語学習者とのコミュニケーションの方法,相手の話を聞くスキル,相手に話させることを目指

した活動について概観した上で,実際の活動場面を DVD で見せ,サポートのポイントを示し,実践する場

を提供した。最後に,参加者が振り返りを行うことで今後の活動の展望を考察する機会を持った。 

日本語教育のための学習教材の作成 

名称：せいかつのにほんご はなそう・かこう 

目的：生活や地域文化を知らせ,それについて考えさせ,自分の考えを話し,書く能力を養成するための

教科書を作成する。 

対象：東広島市で学ぶ日本語学習者 

構成：全体でトピックごとに単元を設け,全体として 15 単元。各単元の構成①文を読む②内容理解のた

めの設問③文型の導入④文型の練習⑤内容について意見を言う⑥文型を使って文を書く。 

使い方：当事業団で開催している日本語教室「にほんごⅢ」で使用している。交流型日本語教室でも相

当レベルの学習者がいれば使用する。 

成果と課題 

1.日本語教育：技能実習生,特にベトナム人の参加者が多く媒介語がないため,時に教室活動に支障がで

る。参加者同士のピアティーチングを取り入れるなど工夫が必要である。 

2.人材養成：①養成講座全 10 回で 6回以上の参加者は 143 人中 21 人であった。できる限り全会に参加

してほしいがなかなか難しい。②外国人市民との交流に関心のない市民と外国人市民との接点をつくる

ための工夫が必要であり,広報の強化も必要である。 

3.教材作成：①発信力をつけるための教材を目指したが,日本語でのメールのやり取りや SNS への投稿

などはまだまだ難しい。発信能力の養成にテキストをどう使うかが課題である。②作成過程で,講師間

の理念の統一ができた。講師間の連絡をさらに密にし,テキスト改善の環境を整えたい。 

発表者から 

一言 

本事業で特に注目したいことは,人材養成である。養成講座においてはこの数年,学習者とのコミュニケ

ーション,聴く,話すに重点を置いて講座を行ったが,今年度は DVD を視聴して実戦につなげるという活

動を行った。また,各自が記述した振り返りシートをもとに,最終回に講座全体の振り返りを行った。そ

の結果,本事業の教室だけではなく,他の教室においても,ボランティアのサポートが以前より良くなっ

たという波及効果を,各教室担当の講師が観察している。また,教材作成を目指し講師同士が意見を述べ

合うことが,講師陣の意思の統一,信頼関係を築くことにつながった。 

このように,参加者同士が意見を出し合い,教材や活動に共通の意識を持つことが,良い結果を生み出す

ということが確認できた。 
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